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用　具）  支持体  ダンボール・包装紙・和紙・トイ
レットペーパー・紙テープ・コーヒーフ
ィルターなど
 筆として  ハケ・軍手・たわし・スポンジ・
スポイド・ローラー・�枝・わりばし・ボ
ール・トイレのブラシなど
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示 し て あ げ
る・それでも
できない子に
は線を描いて
あげ、切らせ
るとよい
�
９．ガラクタワークショップ
内　容）大小、色もさまざまな廃材から発想を広げ、
自分だけの作品を作り、商品のようにパ
ッキングして飾る。
ねらい）廃材の色や形から自由な発想を引き出す・
捨てるものでも発想次第で宝物になるこ
とを感じる
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用　具）大小、あらゆる形、色、材質の廃材　例：
キャップ、ボタン、紐、プラスティック、
容器、箱、針金、使用済み電池、芯、テープ、
絵の具、マジック、ボンド、ドライヤー、
筆、新聞紙、
手　順）廃材から自由に作った作品をパッキング
して展示する制作工程を説明・作業場、
道具の使い
方説明・各
自制作開始
発　展）動物、お城、
乗り物など、
テーマを持
って、各自
制作する
ポイント）  容器に穴が
ほしい場合
は指導者が
キリで開け
てあげる
�
�
経験
より多くの子ども達に「自主選択の美術」を経験
して欲しいために今年度は１グループ２０名で４
回、合計４グループの活動を行った。しかし「自
分で考え、決定、実行して行く姿勢」を身につけ
るにはもう少し時間が必要だろう。せめて１グル
ープ８回くらいの経験の繰り返しがあれば身につ
くまではいかなくとも、記憶の端に残るかもしれ
ない。悩むところである。活動終了後、保護者か
ら頂いた感想文を、ここでいくつか紹介する。
感想
・家では、なかなか出来ない取組みを全身使って表
現させてもらったことに、とても感激し、またビ
ックリしました。子どもに「これがアートだよ！」
と逆に教わりました。
・これからは自分の力で考え行動していく子育てを
して行こうと思いました。
・アートに正解は無い！自由が良いと感じるように
なった。
・アートクラブに行きだして、まず変わったのは、
私がゴミとして捨てようとした物を「ちょっとち
ょーだい」と言ってハサミで切ってみたり、絵を
描いてみたり色をぬったりと、あたえられたおも
ちゃで遊ぶだけではなく、自分で考えて楽しく遊
んでいるような感じがします。
・子どもの発想にまかせて作品を作らせてもらえた
ことが良かった。
・絵本作りで“想像をふくらませ、形にする”今ま
で“上手く出来ないとイヤだなぁ”とあまり挑戦
しなかったものにも、楽しく進んで取り組んでい
る姿に喜びを感じました。
・もともと大好きな分野ではありますが、家では何
かと制約事が多くなりがちです。今回は思う存分、
自分の好きなように使ったり、作ったり、描いた
り･･･とても貴重な体験ができたと思います。
・新聞紙や身近な物でも、子どもにとっては、とて
も楽しい遊び物に変わるので、家でも工夫して遊
ぶようになりました。また片付けも声かけひとつ
で楽しいものに変わるのだと感心しました。　
指導について
自主性を重んじたあまり、助言、指導がなさ過ぎ
ると、表現に広がりが無くなる。助言、指導があ
りすぎると子どもは指導者の言う通りにしなけれ
ばならないという雰囲気になってしまう。人間が
いる数だけ考え方や感じ方も違うから同じ言葉掛
け、助言をしても受け取り方が違ってくる。こち
らがよかれと思い、助言した事がプラスにもマイ
ナスに作用する。なるべく自分で考えて、実行し
ていけるよう働きかける一方で、同じ事をして安
心している子には新しい挑戦をするように促す事
も大切である。「指導者の助言と子どもの自主性の
尊重」この割合が非常に重要になってくる。何を
目標にするのかによって、この割合は変わってく
る。いい作品（結果）を求めるだけなら、指導者
の思う作品に近づくように、どんどん指導し子ど
も達にやらせればいい。逆に子どもの自主性を重
んじるならば、できるだけ子どもに任せ、様子を
うかがいながら臨機応変に助言をしていく。この
臨機応変が指導の命である。どのように臨機応変
に対応していくかが指導者の力量を試される所で
ある。
おわりに
子どもの表現が「答えがひとつではない」ように、
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臨機応変の助言や対応もまた答えはひとつではな
い。子どもとの関係性、発達段階、時期、タイミング、
気分、言い方、目標の設定などが複雑に左右する。
絶対の正解はないが子どもたちが喜んで表現をし、
有益な経験となるように、子どもをしっかり観察
し理解を深め、研究をこれからも進めて行こうと
思う。
－ 20011.�3.�15�受稿�、20011.�3.�17�受理－
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